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研究成果の概要（和文）： 本研究では、長江下流域に所在する良渚遺跡群を対象に、国家形成の原動力となった「余
剰生産性を備えた水田稲作技術」に不可欠な「基盤整備型の水田」の探査を実施し、その成立期の解明に取り組んだ。
具体的には、ボーリング調査と埋没微地形分析およびプラント・オパール分析による水田遺構探査を実施した。その結
果、弥生時代と同様な立地（後背湿地や旧河道の縁辺、丘陵や段丘裾に開析された小規模な谷底面）において、長期間
の稲作の存在と水田遺構の埋蔵域を明らかにした。
 以上の結果から、中国においては、良渚文化期に「基盤整備型水田」による稲作が成立していたという結論を得るこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we had tried to clarify the established era of rice cultivation 
with paddy fields that have been developed by leveling technology of land in China. This rice cultivation 
can bring farmers more production than they required. It is thought that this surplus production of rice 
became the driving force to change society into the nation. Specifically, we had investigated the ancient 
paddy fields buried in Liangzhu Sites Group .
As a result of four-year study, it was clear that paddy fields of Liangzhu period were located in the 
same geographical areas just like those of Yayoi period in Japan. And this result enabled us to 
understand that Linagzhu period is the established era.

研究分野：農業技術史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
水田稲作は、連作が可能で、高い生産性を

持つことから、「生産者人口を超える人口支持
力を有する持続可能な農業技術」と言えよう。
そのため、水田稲作の成立は、余剰生産の蓄
積や人口の集中・増加など「古代国家誕生へ
とつながる社会形成のメカニズム」をもたら
したと考えられ、その成立した時期と地域の
解明への取組が数多くの研究者によって行わ
れてきた。 

1990 年代に行われた、日中共同調査（研究
代表者も参加）により、長江下流域に所在す
る草鞋山遺跡（約 6,000 年前）から初期の水
田が検出された。この水田は、栽培に必要な
水が確保しやすい自然地形の谷部を人為的に
拡張・結合させた「自然地形利用型の水田」
であった（写真１）。その後、このタイプの水
田は、中国の複数の遺跡でも検出され、初期
の水田であることが確認されている。 
しかし、この水田は、連作が可能であるが、

「土地の一部しか利用できない」、「排水機能
がないため、湿田状態になる」といった欠点
があり、生産性も低く、先に述べた社会形成
をもたらすことは期待できない。そのため、
水田稲作の成立期の解明には、この後に出現
するはずである、自然地形を改変して水平な
生産空間を作り出す‘基盤整備’をほどこし
た、弥生時代のような「基盤整備型の水田」
（写真 2）の確認が必要不可欠であった。 

 

 
写真 1 自然地形利用型の水田（草鞋山遺跡） 

 
写真 2 基盤整備型の水田（日本：垂柳遺跡） 

 
2010 年、長江下流域の浙江省余杭市に所在

する良渚文化期の遺跡である茅山遺跡で大き
な畦状の遺構が検出された。当該遺跡では、
明確な水田区画は検出されていないが、土壌
からはイネのプラント・オパールも高い密度
で検出されており、良渚文化期に「基盤整備
型の水田」が成立していた可能性を強く示唆
する調査事例であった。 

また、その後、同じ良渚文化期の莫角山遺
跡で城壁とされる構造物が発見され、都市の
存在が強く示唆された。 
こうした近年の成果にもとづき、良渚文化

期における「基盤整備型の水田」の成立に焦
点をあてた、水田稲作技術の画期の解明を目
指す本研究を立案するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究では、良渚文化期における「基盤整

備型の水田」の成立について、水田遺構探査
を中心とした調査分析から検証することを目
的とした。 
具体的には以下の 2 つの目的を設定し、そ

の達成を目指した。また、当該地域の新石器
時代の稲作遺跡について土器圧痕分析の試行
や出土農具調査を行い、稲作技術の画期につ
いての情報収集も目指した。 
（1）良渚文化期における基盤整備型水田の存
否とその立地や土地利用の解明 
（2）考古学的な調査に適する調査区ならびに
水田埋蔵域の特定 
 
３．研究の方法 
【調査遺跡について】 
 浙江省杭州市に所在する良渚遺跡群が主要
な調査実施地域である（図 1）。土器や農具な
ど出土遺物を対象とした分析については、良
渚文化期だけではなく河姆渡文化期なども対
象とした。 

 
図 1 良渚遺跡群と調査エリアの位置 

 
（1）良渚文化期における基盤整備型水田の存
否とその立地や土地利用の解明 
 本研究では、基盤整備型水田の存否の検証
方法として考古学的な発掘を前提としない。
そのため、存否の検証は、下記に示した弥生
時代と同様な立地を利用し、一定期間の利用
が確認できる水田の存在をボーリング調査と
プラント・オパール分析法ならびに堆積相分
析から行う。なお、この検証方法を採択した
のは、これまでの現地研究機関（浙江省文物
考古研究所）の調査により、良渚遺跡群内に
代掻きを行わなくても湛水できる広範な不透
水層が存在していないことが確認されている
ことによる。 
① 想定する水田立地 
後背湿地や旧河道の縁辺、丘陵や段丘裾に開
析された小規模な谷底面、段丘裾に形成され
た扇状地の先端付近、沖積平野に面した段丘
面など ※これらの水田立地条件は、日本列



島西南部地域の弥生時代の水田立地（田崎
2002）に基づいたものである。 
② 生産量・利用期間 
発掘調査を前提としていないため、土壌の

堆積速度を比較することができないが、地形
環境から見て、西日本と大きな違いはないと
考え、安定した（100 年単位の）稲作の目安
として、土壌中のイネプラント・オパール密
度で 3,000～5,000 個（乾燥土壌１g当たり）
とした。また、栽培技術としては、施肥は無
いものとして 1 年 1 作、プラント・オパール
の残留に関しては、稲わらの大量収奪はない
ものを仮定している。 

 
写真 3 イネのプラント・オパール（約 40μm） 

 

（2）考古学的な発掘調査に適する調査区なら
びに水田埋蔵域の特定 
 先に述べた調査分析によって水田の所在が
明らかになった場合、水田として利用された
当時の水田土壌が存在していることは確実で
ある。しかし、考古学的な調査が適用できる
か（遺構として水田が破壊されずに埋蔵され
ているか）については、さらに次の２点の調
査分析を行い、水田埋蔵域を特定する。 
① 水田遺構を埋蔵している地層の範囲と基

盤勾配の調査 
 数百 m 四方の範囲に格子状にボーリングを
行い、地層の勾配関係を明らかにするととも
に、採取土壌のプラント・オパール定量分析
を実施し、水田土壌の埋蔵状況を調査する。 
② 埋没微地形分析と堆積相分析による古地

形復元と遺構の埋蔵状況の推定 
 ボーリングによって採取された土壌分析に
よる堆積環境の推定ならびに、旧河道を中心
とした埋没微地形分析から、当時の水田の開
発や利用状況を調査するとともに、水田遺構
の埋蔵状況を推定する。 
 
４．研究成果 
（1）良渚文化期における基盤整備型水田の存
否とその立地や土地利用の解明 
良渚遺跡群での現地踏査による地形分析と

遺跡分布状況を踏まえ、さらに、長江下流域
において水田遺跡が確認されている遺跡の立
地の比較等を行いながら、本研究期間中に 6
つの調査区を設定した（図 2）。 
各調査区では、ボーリング調査による埋没

微地形分析、堆積相分析そしてプラント・オ
パール分析を実施した。その結果、黄泥口・
扁担山調査区、上渓村調査区ならびに荀山調
査区の 3 つの調査区において、良渚文化期の
水田の存在する可能性が高いと判断された。 

黄泥口・扁担山調査区については、複数地
点の良渚文化期の堆積層からイネプラント・
オパールが検出された。イネとヨシ属のプラ
ント・オパールとの間に盛衰関係（イネが増
えるとヨシ属が減少する）も認められ、イネ
の検出層の標高が揃っていることから、稲作
が営まれていたと判断された。しかし、イネ
の検出密度は最大 2,000 個/g 程度で、ほと
んどが 1,000 個/g 未満と低く、また、海退
の影響を受けた堆積や有機物の多い湿地性の
堆積が認められることから、稲作が営まれた
期間は短く、湿地を利用した不安定なもので
あったと推定された。 
一方、上渓村調査区および荀山調査区は、

イネプラント・オパールの検出密度が 6,000
～10,000 個/g と高く、堆積状況からも安定し
た稲作の存在が推定された。また、前者は、
段丘裾に開析された小規模な谷底面、後者は
後背湿地や旧河道の縁辺を利用した水田であ
り、弥生時代の水田立地と符合する状況が確
認された。 

 
図 2 良渚遺跡群に設定した調査区の配置 

     ※緑色の部分は水田 
① 子母墩調査区 
② 黄泥口・扁担山調査区 
③ 美人地調査区 
④ 上渓村調査区 
⑤ 后楊村調査区 
⑥ 荀山調査区 

 

（2）考古学的な発掘調査に適する調査区なら
びに水田埋蔵域の特定 
 安定した水田遺構の存在が見込まれる上渓
村調査区と荀山調査区について、推定される
埋没微地形にもとづきボーリング調査と採取
土壌の粒度分析およびプラント・オパール定
量分析による水田埋蔵域の探査を行った。以
下、それぞれの探査結果についてまとめる。 
① 上渓村調査区 
 当該調査区では、水田が立地したと推定さ
れる幅150～250ｍの谷底低地を網羅するよう
にボーリング調査を行った（図3）。その結果、
図中に示した範囲に水田遺構が埋蔵されてい
ると推定された。イネプラント・オパール密
度が 6,000 個/g を超える地点もあるが、堆積
相分析からは、土壌形成は弱く、細流沿いに
堆積したシルトを作土としており、地下水位
が高く作土層が常時湛水する強湿田や、作土 



層が地下水位の変動域にある湿田である可能
性が示唆される。 

 
図 3上渓村調査区における水田遺構探査結果 

 
② 荀山調査区 
当該調査区は沖積低地に所在し、当時は、

北半部から西半部にかけて氾濫原環境が広が
り、南東部では流水が少なく滞水する湖沼や
沼沢地の湿地環境であったと考えられる。 
探査の結果、北④～⑥地点、南①・③地点

には、自然堤防状の微高地が並列しており、
ここに形成された土壌を利用した稲作が推定
された。イネプラント・オパール密度は少な
い地点でも 3,000 個/g を超え、多くの地点で
7,000～10,000 個/g に達しており、長期間の
稲作が示唆された。 

 
図 4 荀山調査区における水田遺構探査結果 

 
当時の水田は、作土層と地下水位の位置関

係から、湿田あるいは半湿田であったと考え
られる。また、数 10 ㎝の起伏のある地形条件
下で長期間の稲作が営まれていたことから、
水路をはじめとする水利施設が存在した可能
性が高い。 
以上のように、2 つの調査区について水田

埋蔵域を明らかにすることができた。両者を
比較すると、水利施設の存在が示唆される点、

イネプラント・オパールの検出密度と推定埋
蔵域の大きさ、さらに良渚文化層が広範に確
認されている点から、荀山調査区が考古学的
な発掘調査に適していると判断された。 
 

（3）研究成果のまとめ 
① 基盤整備型水田の成立について 
上渓村調査区、荀山調査区の立地ならびに

検出イネプラント・オパール密度は、弥生時
代と同様のものであり、土地利用技術や生産
量・生産期間の点から基盤整備型水田が成立
していたと推定される。今後の考古学的な確
認調査の候補地としては、荀山調査区が最適
であると判断される。 
② 良渚遺跡群の範囲内での稲作（水田稲作）
の存否について 
良渚文化期あるいは相当と推定される地層

からイネプラント・オパールが検出された。
推定される利用期間や生産量には調査区によ
って差異はあるが、随伴する他のプラント・
オパール組成や検出密度や堆積状況からも稲
作（水田稲作）と判断される。良渚文化期に
稲作が存在することはすでに出土イネ遺物か
ら周知の事柄ではあったが、本研究により、
立地も含め同遺跡群内で稲作が営まれていた
ことを分析的に明らかにすることができた。 
③ 良渚文化期の栽培イネについて 
プラント・オパール形状解析の結果、良渚

文化期に栽培されたイネの判別得点は、弥生
時代の稲作遺跡でも確認されているジャポニ
カに相当し、さらに熱帯ジャポニカである可
能性が高いと推定された。また、長江下流域
の新石器時代の稲作遺跡や中国の在来イネと
も形状的には整合的であった（図 5）。 

 

図 5 プラント・オパール形状解析結果 

 

④長江下流域の新石器時代の稲作遺跡におけ

る土器圧痕分析の試行や出土農具調査 

 浙江省の田螺山遺跡の出土土器 522 点につ

いて土器圧痕分析を行った。その結果、高い

確率で土器粘土中にイネ関連資料が含まれる

ことが判明した（写真 4）。また、良渚文化期

の出土農具について調査と整理を実施できた。 

 
写真4 土器圧痕（左）とレプリカSEM画像（右） 
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